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TEL 0555-72-5588　休館日　火曜日、祝日の翌日

♪河口湖円形ホールイベント情報♪

5月30日（日）　　　　河口湖円形ホールアコースティックライブ２００４　春公演

�　　　（ポルトガルギター＆マンドリン）

マリオネット　Live　Concert　2004マリオネット　Live　Concert　2004
ポルトガルギターの第一人者・湯浅隆と、屈指のマンドリン奏者・吉田剛士によるアコースティック・デュオによ

るコンサート。ポルトガルの伝統音楽であるファドをベースにしながらポピュラー音楽のテイストも加え、エスニ

ックで哀愁味あふれる音楽に酔いしれることができるでしょう。

4月29日（木・祝）

ピアノデュオの魅力

～民族の響きとリズム～

カロローザ河口湖コンサートカロローザ河口湖コンサート

桐朋学園大学岩崎淑クラス出身者室内楽グループによ

るコンサートです。

開場：午後２時３０分　　開演：午後３時　
料金：全席自由　大　　　人　１，０００円　
�　　　　　　　中学生以下　　　５００円
公演内容のお問い合わせ：
カロローザ　０３（３９７８）５８１５
�　　　　　　０４３（２７９）６５６８

開場：午後２時３０分　　開演：午後３時
料金：全席自由　３，０００円（未就学児の入場はご遠慮願います）
公演内容のお問い合わせ：河口湖円形ホール　０５５５－７６－８８２２

5月2日（日）

歌とピアノによるコンサート

自然への伝言自然への伝言
山梨県在住の作家みらいななさんの邦訳によりヒット

した名作童話『葉っぱのフレディ』をメインプログラ

ムとし、短歌や詩に旋律をつけて音楽作品として上演

するコンサートです。

開場：午後４時３０分　　開演：午後５時
料金：大　　　人　２，０００円
�　　中学生以下　１，０００円
公演内容のお問い合わせ：
�　　彩響舎　０３（３９３５）３４７５

メッセージ

上記公演のチケットに関するお問い合わせ

河口湖美術館企画展と記念法話

薬師寺玄奘三蔵院　大唐西域壁画

　大下図、素描など平山郁夫展 ４月３日(土)～５月１６日(日)

　日本画家平山郁夫の制作による奈良・薬師寺の玄奘

三蔵院「大唐西域壁画」が平成１３年に一般公開され

ました。

�この壁画は、中国の高僧玄奘三蔵が旅した唐の都長

安からインドのナーランダへの道のりを七場面十三面

に描いたもので、長さ４０ｍにおよぶ大作です。この

壁画の制作にあたり、平山郁夫はみずから玄奘の足跡

を追体験するため、百数十回もの海外取材を敢行、制作

したスケッチは一万点、構想から完成まで実に三十年

の歳月を費やしたといわれています。

�平山郁夫が自身の被爆体験と後遺症の苦しみのなかで、玄奘がインドから経典をもたらすさまを幻想的に描い

た作品「仏教伝来」(１９５９年)を制作し、それ以降シルクロード

や仏教をテーマに数々の作品を発表してきたことは広く世に知られ

るところです。その画業の根底に一貫している平和を願う想い、そ

して玄奘三蔵への崇敬の念、その一つの結実がこの「大唐西域壁画」

であります。

�本展は、壁画制作のために描かれた原寸の大下図を中心に素描約

５０点などを展示します。平山芸術の集大成ともいうべき「大唐西

域壁画」、その完成までの努力と精進の軌跡をたどるものです。

この企画展に呼応して記念法話が行われます。

日　時　4月29日(木)　①午前11時～

　　　　　　　　　　 ②午前1時30分～

　　　　5月1日(土)　 ③午前11時～

　　　　　　　　　　 ④午後1時30分～

法　話

松久保秀胤師 (法相宗大本山薬師寺長老)

「玄奘三蔵法師と平山邦夫画伯の大唐西域壁画
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ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

富士山とその周辺の里山環境との共生をめざして

山梨県で分布拡大中のチョウ４種について

平成16年度の自然共生研究室の活動について

　今号からコーナーのタイトルを変更させていただきましたが、それは、自然共生研究室の活動内容も、故山下高徳先

生に礎をつくって頂きました「ホタルの復活と定着」「国蝶オオムラサキの保護」の２テーマを継続しつつ、絶滅危惧

のチョウ類やリス・イノシシの生態調査などより広い活動を展開しているからです。富士と湖としたのは、山としての

富士山だけでなく、その周辺の御坂・天子山脈や富士五湖などの自然を含める意味があるからです。ここでは、新年度

はどのような考え方で、どんな活動を予定しているかを報告させていただき、皆様のご理解・ご協力をいただきたいと

思います。

�自然には大きく分けて次の３つのタイプがあり、それによって接し方を変えなければならないと考えます。

Ａ．（原生的自然）自然のままに成長・変化してきた自然で、人の手によって改変されていないもの。富士山の三合目

より上や精進登山道沿いのブナ・ミズナラ自然林、青木ヶ原樹海などで、そのままの状態で保全すべきだと考えていま

すが、一部の地域での自然破壊か問題になっています。

Ｂ．（里山的自然＜半人為的自然＞）伐採・採草・火入れなど定期的に人の手が加えられ、自然の回復力とのバランス

で維持されてきた自然。雑木林・草原などや農林業に利用されている畑・水田・人工林の自然です。私たちの生活に最

も身近で影響が大きいので、どの様に利用しつつ保護する必要があるのかを考えると同時にその変遷も調べてみたいと

思っています。

Ｃ．（公園的自然＜人為的自然＞）人が管理することによって維持されている自然。公園の芝生や人家の庭園・街路樹

などが含まれます。Ａ・Ｂの自然をおびやかさない状態で、どのようにバランスを保ったら良いかを考えて行きたいと

思います。

�富士河口湖町の里山にもＡ～Ｃの自然が混在しています。例えば、スバルライン周辺の赤松自然林は、剣丸尾溶岩流

上にできた原生的自然です。この環境を代表するニホンリスの生態調査も３年目となりましたが（森林総合研究所多摩

森林科学園・東京農工大学森林生物保全学研究室と共同）、同じ原生的自然で亜高山帯にあるカラマツ自然林でも調査

を計画しています。このリスと鳥の調査のためにモンゴル国立大学の先生と学生３名が４月１７日から来日する予定で

す。また、代表的な里山環境である雑木林を象徴する国蝶オオムラサキの分布と個体数変化の調査、草原環境を代表す

る絶滅危惧草原性蝶類の生態調査（昭和大学萩原先生と共同）や、里山環境の変化で増え農林産物へ被害をもたらして

いるニホンイノシシの生態調査も３年目を迎え（東京農工大学野生動物保護学研究室と共同）、浅川・河口地区から大

石地区まで広げて継続しつつ、新たに山梨県環境科学研究所動物生態学研究室・東京農工大学野生動物保護学研究室と

共同でニホンザルの生態調査も始める予定です。上記Ｂの自然の回復とＣの自然との接点として設けられた河口湖畔の

ビオトープ施設４ヶ所ではゲンジボタルの定着と水生生物の回復の試みを継続して行きます。

�

　３月13日に開かれた日本鱗翅学会関東支部例会で、神奈川・千葉・東京・山梨の４都県で

の様子が報告されましたが、山梨県での様子を発表してきましたので、その概要を報告しま

す。クロコノマチョウは1980年以降土着し、幼虫がススキ類やヨシを食べています。町内で

は1981年以降西湖畔や船津・大石などで確認されています。ツマグロヒョウモンは、1999年

から県中南部で一斉に確認されたと同時に、町内でも船津から胎内の地域で記録されていま

す。幼虫がパンジーやアメリカスミレサイシンを食べるので急激に分布を拡大しています。

�ナガサキアゲハは、昨年の夏から秋に県中南部で一斉に確認され、幼虫は主にユズを食べ

ていますが、移動力が大きいからか旧勝山村内でも目撃され、船津の人家の庭で雌が採集さ

れました。ムラサキツバメは、関東地方以外でも静岡県で分布を拡大しており山梨県が注目されていますが、県内では

2001年に韮崎市で記録された１頭が唯一の記録です。

�＜先月号の答え；氷筍が少ない理由＞大きな原因として、この冬は積雪量が少なかったことが挙げられます。�すぐ流れて

しまう雨ではなくじょじょに溶けて流れる雪が主に氷筍をつくっていると考えられます。温かい日と寒い日が交互に訪れるこ

とによって、こけしの頭状の氷が１つずつ増えて行くのではないかと思っていますが、これも誰か調べてみませんか？ちなみ

にコウモリ穴ではこの冬見事な氷筍がみられました。

ﾅｶ゙ｻｷｱｹ゙ﾊ♀（白須英樹氏採集）

富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

毎週月曜日・祝日［29日(木)］
館内整理日 ［30日(金)］

火曜日 大石分館読み聞かせ会

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

0歳～3歳対象 27日 10:30～

河口分館読み聞かせ会 13・27日 16:30～

13・27日 16:30～

8・15・22日

6・13・20・27日

新着ＣＤ案内

新着図書案内 リクエストサービスをご利用下さいリクエストサービスをご利用下さい

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

▼輝煌ーShaining Energy-（女子十二楽坊）

▼蜜（柴咲コウ）

▼一人ぼっち（安倍なつみ）

▼ビッグブラックストア（Ｂ－ＤＡＳＨ）

▼ＭＥＳＳＡＧＥ（上戸彩）

▼クイーン・ジュエルズ（クイーン）

▼THE FRUSTRATED（ＧＬＡＹ）

▼「新撰組！」ｵﾘｼ゙ﾅﾙ･ｻｳｳﾝﾄ゙･ﾄﾗｯｸ

▼サラン韓国テレビドラマ主題歌集

▼親子でうたおう！ＴＶまんが　・・・

▼野ばら（林真理子）　▼人生論手帖（山口瞳）

▼黒い天使になりたい（谷村志穂）　▼老いてほど

ほど（中村メイコ）　▼ぼけせん川柳三０００句（山

藤章二）　▼突然でもあわてない！はじめての介護

▼はじめてのひとり暮らしバイブル・・・・・

＊本の読み聞かせ会も曜日が変更になります。

　日程は下記の通りです。

＊例年蔵書点検を４月上旬に行っていた為、その間

　休館していましたが、今年度は９月に行いますの

　で、４月１日から通常開館します。

　読みたい本が貸出中だったり、図書館で所蔵し

ていない場合、リクエスト（予約）をすることが

できます。貸出中の場合は順番がきたら、又、所

蔵の無い場合は、購入や他図書館から借り受けて

お貸ししています。日数的にお待ちいただく場合

もありますが、ほぼご要望にお応えできますので

お気軽にご利用下さい。電話、ＦＡＸ、メールで

もお受けしています。

大石・河口分館の開館日が変わります大石・河口分館の開館日が変わります大石・河口分館の開館日が変わります
４月から

◎毎週火・木曜日
　午後３時～６時
◎毎週火・木曜日
　午後３時～６時
◎毎週火・木曜日
　午後３時～６時

開館日開館日

休館日

開館日

本館読み聞かせ会

●本館の2004年4月の予定●

●大石・河口分館2004年4月の予定● 4月は6日から開館します。4月は6日から開館します。
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富士河口湖町木造住宅耐震診断に
ついてのお知らせ

河口湖ハーブフェスティバル
『ガーデニングコンテスト』出展者大募集！

スポーツ安全保険のお知らせ
スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動などに最適な保険です。

�　　※後日、富士河口湖町から補助金が交付されます。
��お問い合わせ　富士河口湖町民体育館内　教育委員会生涯学習課社会体育係　ＴＥＬ　７３－１２２０

団体活動中とその往復中A

・中学生以下の子ども
団体活動中とその往復中

団体活動中とその往復中　以外
AW

AC・子どものスポーツ団体の指導者
　（C区分での加入もできます。） 団体活動中とその往復中

団体活動中とその往復中

・文化活動、ボランティア活動、
�地域活動 A

・老人クラブなど（６０歳以上。） B

・大人のスポーツ活動
（野外活動、身体運動を含む。） C

・危険度の高いスポーツ活動 D

対　　　　　象 対象となる事故の範囲団体 加入
�区分

掛け金
�（１人年額）

子
ど
も
の
団
体

大
人
の
団
体

・中学生以下の子ども ・子どもの保護者 500円

1,050円

1,000円

500円

800円

1,500円

9,000円

　富士河口湖町では平成16年度から平成17年度の間、木

造住宅の耐震診断補助事業を実施します。住宅の耐震診

断をすることで、住宅の安全性を再確認するとともに、

地震に対する意識を高めていただき、安全で暮らしやす

いまちづくりを進めていきたいと考えています。

1.  調査対象住宅

　以下の用件をすべて備えたものに限ります

　1)　昭和56年5月31日以前に着工された住宅

　　　昭和56年6月1日以降増築を行った場合も可能です

　2)　木造在来工法で建築された住宅

　3)　2階建て以下の住宅

　4)　長屋及び共同住宅以外の個人所有の住宅

　5)　併用住宅の場合は、延べ床面積の過半が住宅とし  

　　　て使用されている住宅

2.  診断費用

　診断費用は、富士河口湖町が国、県の補助金を活用し

ながら負担します。

　　(特別な事由が生じた場合申請者に負担していただく

事がありますのでご注意下さい。)

3.  事業実施の期間

　平成16年度から平成17年度の2年間　(各年度に件数制

限があります。)

4.  診断者

　山梨県木造住宅耐震診断マニュアル講習会の受講修了者

5.  問合せ先

　富士河口湖町役場　建設課　都市計画係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 72－1179

　町（ハーブフ

ェスティバル実

行委員会）では、

ハーブフェステ

ィバル期間中の

参加型イベント

として次の要綱

によりガーデニ

ングコンテスト出展作品を募集しています。

１. コンテスト概要

　ハーブフェスティバル期間中、皆様のガーデニング出

展作品を来場者に鑑賞していただき、お好きな作品の人

気投票により、上位人気作品に素敵な商品が贈呈される

来場者も出展者も楽しめる参加型イベントです。

２. 出品要綱

　①所定の参加申込書に記入の上実行委員会に提出して

下さい。

　②実行委員会設置の統一規格による２坪程度の木枠の

中へ、出展者の自由な発想でガーデニングを施してくだ

さい。

　③高さ、壁建て等一部規制があります。（ラベンダー

や周りの風景を遮へいするもの又は風到の危険性のある

状態のもの等）

　④上位人気賞・参加賞・参加記念品あり。

　⑤詳細は実行委員会にご確認ください。

３. その他

　　参加者コーナーとしてフリースペースがありますので、

ＰＲや花やガーデニング説明にご活用ください。

　問い合わせ先；ハーブフェスティバル実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話72‐3168）
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か
ら
の
お
知
ら
せ

独
立
行
政
法
人
「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」
で

は
、
次 の
方
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
賞
状
な
ど
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校

「
人
材
バ
ン
ク
」
登
録
の
お
願
い

知
的
障
害
者
生
活
支
援
事
業
の
利
用
案
内

� 火葬使用料改定について

�

少
女
た
ち
が
自
主
的
な
活
動
を
通
し
て
、
他
の
人
に

役
立
つ
こ
と
を
す
る
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
。
日
本
連
盟
山

梨
県
第
３
団
で
は
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
対
　
　
象
　
小
学
１
年
生
・
２
年
生

◆
申
込
・
問
合
先
　
長
坂
厚
子
　
℡
7
3
‐
1
1
5
6

����

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
河
口
湖
第
２
団
で
は
、
４
月
か
ら

新
入
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
キ
ャ

ン
プ
を
中
心
に
色
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
見

学
だ
け
で
も
結
構
で
す
の
で
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

�

指
導
者
も
あ
わ
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
対
　
　
象
　
小
学
校
２
年
生
以
上
の
男
子

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
中
村
　
忍
　
℡
7
2
‐
0
4
8
0

��

【
襖
・
障
子
・
網
戸
の
張
替
え
講
習
会
】

◆
期
　
　 

日
　
５
月
10
日
～
14
日
　
５
日
間

◆
場
　
　
所
　
富
士
吉
田
市
上
暮
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　 

セ
ン
タ
ー

◆
参
加
資
格
　
55
才
以
上
の
方

◆
締

切

り
　
４
月
22
日
（
木
）

◆
受

講

料
　
無
料

�

【
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
2
級
・
3
級
課
程
講
座
】

◆
期
　
　
日
　
５
月
19
日
～
６
月
24
日
　
22
日
間

◆
場
　
　
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
資
格
　
55
歳
か
ら
65
歳
ま
で

◆
締
切
り
　
４
月
28
日
（
水
）

◆
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

●
問
合
先
　
富
士
五
湖
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
℡
2
2
‐
9
2
4
1
）

�

○
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
、
い
わ

�

ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方(

請
求
を
行
う
こ
と
な
く
亡
く

　
な
ら
れ
た
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
の
方)

○
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
揚
げ
て
こ

�

ら
れ
た
方

■
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

�

℡
0
1
2
0
‐
2
3
4
‐
9
3
3

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
e
i
w
a
.
g
o
.
j
p
/

���

ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校
で
は
、
「
学
校
５
日
制
」
に

伴
う
余
暇
活
動
へ
の
対
応
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
地
域
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
教
育
活
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
の
皆
様
に
、
本
校
の

教
育
や
児
童
生
徒
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
地
域
の
中
で
生
き
生
き
と
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
た
だ
け
る
特
技
（
例
え

ば
機
織
り
、
う
ど
ん
作
り
等
）
や
資
格
や
免
許
等
（
例

え
ば
茶
道
、
華
道
等
）
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
是
非

本
校
の
「
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
ば
、
い
つ
で
も
登
録
で
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
連
絡
先
　
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校�

渉
外
担
当
　

　
　
　
　
　
電
　
話
　
７
２
‐
５
１
６
１

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
７
２
‐
５
１
６
４

�

【
事
業
内
容
】

�

富
士
北
麓
障
害
保
健
圏
域
に
在
住
し
、
就
労(

福
祉
就

労
も
含
む)

し
て
い
る
方
々
の
中
で
支
援
を
希
望
し
て
い

る
知
的
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
地
域
生
活
が

円
滑
に
維
持
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
、
生
活
、
就
労

等
様
々
な
支
援
内
容
を
確
認
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

【
具
体
的
な
支
援
】

�

生
活
や
職
業
生
活
に
関
す
る
相
談
。
職
場
や
地
域
の

援
助
者
か
ら
の
相
談
。
関
係
諸
機
関
と
の
連
絡
、
生
活

に
必
要
な
福
祉
制
度
等
の
手
続
き
や
書
類
作
り
へ
の
支

援
そ
の
他
、
当
事
者
と
の
相
談
内
容
に
応
じ
支
援
内
容

を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

【
事
業
利
用
の
手
続
き
】

�

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
登
録
申
込
書
に
よ

り
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
登
録
申
込
書
は
当
事
業

所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、「
知
的
障
害
者
生
活

支
援
事
業
」
は
県
の
事
業
委
託
で
行
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

【
連
絡
先
】

�

通
所
授
産
施
設
パ
ル
パ
ル
内
　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

�

　
　
℡ 

８
３
‐
３
１
７
０
　
　f

a
x

８
３-

３
１
７
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
坂
本

12歳以上 12歳未満 12歳以上 12歳未満

区  分 死亡者・死胎児の居住地

死  体

一室 追加一室 追加一室

無料

一室

無料

圏域内 圏域外

死産児

待合室

汚物・

� 人体分

� 離物

15,000 11,000

5,000

5,000

30,000

20,000

3,000 15,000

60,000 42,000

　富士五湖聖苑の健全な運営を図るため、火葬料� 金を

改定しました。平成16年４月1日から適用されます。
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報
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湖
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募

集

の

お

知

ら

せ

山梨県警察官募集のお知らせ

山梨県警察では、平成16年度警察官採用試験を実施します。

平成１６年度自衛官募集案内

自衛隊山梨地方連絡部　創立50周年ロゴマーク募集!

　ＵＲＬ　　http://www.yamanashi.plo.jda.go.jp　Ｅ－mail　hp1@yamanashi.plo.jda.go.jp

�　応募希望者は下記までお問合せください。

�　　　　自衛隊山梨地方連絡部　　大月募集事務所

�　　　　　　大月市御太刀２－８－１０　　　電話：０５５４－２２－１２９８

�１　作品は未発表のものに限ります。

�２　応募は、Ａ４版用紙を使用し、１枚１作品として、裏面に住所、氏名、年齢、職業、電話番号及び

�　作品に関するコメントを記入し、郵送又はお持込にてご応募下さい。

　　�◆�あて先　　　　甲府市北新１丁目７番９号　自衛隊山梨地方連絡部広報室「５０周年記念」係

　　�◆�応募締め切り　平成１６年６月３０日必着

�　　◆�当選発表　　　最優秀作品として採用された方に連絡する他、地連ホームページに掲載します。

　　�◆�採用者の特典　記念式典へのご招待及び表彰状授与(副賞：体験搭乗等各種イベントへのご案内)

�　　◆�作品の取り扱い

　　　①採用作品は、創立５０周年記念行事、各種イベント等に使用します。

　　　②採用作品は、必要に応じて補作、修正する場合があります。

　　　③採用作品の著作権は、山梨地方連絡部に帰属し、応募作品は返却できません。

�◎問合せ先　自衛隊山梨地方連絡部広報室　(担当:古川・蓮池)　℡０５５－２５３－１５９１

�　　　　　　　URL http://www.yamanashi.plo.jda.go.jp　 E－mail hq1@yamanashi.plo.jda.go.jp

第1回(平成16年10月1日採用) 第2回(平成17年4月1日採用)

試験種目

区 分
資 格

願書受付期間 第１次試験 概　　要
募集種目

幹部候補生

受付期間

第一次�試験日

受験資格

警察官Ａ（男性・女性）

３月29日から4月28日まで 7月21日から8月20日まで

平成16年5月16日(日) 平成16年9月19日(日)

警察官B（男性・女性） 警察官B（男性・女性）
警察官Ａ

�（男性・武道指導・女性）

昭和49年4月2日以降

の生まれで、大学(短

大除く)を卒業した方

又は平成16年9月まで

に卒業見込みの方

20歳以上

26歳未満の者

（22歳未満の者は大

卒（見込含））

入隊後約１年で

３等陸 ･ 海 ･ 空尉

大学院修士学位取得者

は２等陸 ･ 海 ･ 空尉

免許取得後

歯科は２等陸・海・空尉

薬剤科は入隊後約１年

�で３等陸・海・空尉

専門の大卒（見込含）

20歳以上30歳未満（

薬剤は26歳未満の者

（薬学修士学位取得

者は28歳未満）

昭和49年4月2日から

昭和62年4月1日まで

の生まれで、Ａ区分以

外の方

昭和49年4月2日以降
の生まれで、大学(短
大除く)を卒業した方
又は平成17年３月ま
でに卒業見込みの方
※この他、武道指導は
、�全国的な競技会の
出場経験又は三段以
上等の資格が必要

昭和49年4月2日から

昭和62年4月1日まで

の生まれで、Ａ区分以

外の方

採用日程、受験資格等は次のとおりです。

一
般
・
技
術

歯
科
・
薬
剤

Ｈ16年４月5日

�　～５月11日

Ｈ16年５月22

　　　　�・23日

(23日は飛行要因

のみ)

募集要項

……………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………


